
ⱴꜟⱷ  

   

 

1. の い 

の は、 という、 や ⱦ☻にかかるכ◘ や

を する によって り っている。 の は に するこ

とで、 をもらい、この があればどこの に っても で

することができる。そして、 によって の はないので、どの

を するかは で めることができる。 

fiの♦כ▼►☻、 では、 はその の する によって

められた に し、そこにいる がより な が かどうかを

し、ほかの へと る。また、 が で う は、20000

で、 やꜞⱢⱦꜞを けても の いは ない。18 の ど

もは、 や の が で われる。 

fiでは、Child Health Care♦כ▼►☻ に が かれている。これは、 や

や な の を げる で われており、これによって な どもが

ることで の☻♩꜠☻を らすことができるとされている。 

 

2. の い 

の では、 は に し、4 で をする。その には、

も まれ と のないことも ぶ がある。 くの

は 3 からである。 での が し に すると

に て くことができる。 

ⱴꜟⱷ では、 は を としている の に しており、

3 で をする。 を にしていることもあり、 の が

く られる。 とは い の 1 をほとんど の の

ために やすことはなく、1 のときから を く する。また、

も 1 のうちから い、3 の のうち は をするとい

う。そして、 に われる は の を げるためにほかの の◒

ꜞ♬♇◒に くことが である。これは、 の に って を けるこ

とで の の◔アの い と い を することができ、 い はさらに ば

して、 い については った の からⱥfi♩を ることでより の の◔ア

の をしようという えに づいているという。 での が してもすぐ

に に ることはできず、 で などをしてからでないと の に つ

ことはできない。 



の と も う は、 つある。 つ は KUA という♅כⱶ꞉כ◒を

ぶための である。これは、ⱴꜟⱷ とꜟfi♪ という が で っ

ている である。この は、 、 、 、 、 に

なる が つの♅כⱶを り、 じ☻◔☺ꜙכꜟで う。また、 ての を

Facilitator という が の で し、 いところや すべきところ

を してくれる。ここでは、 々な の を することができるⱢイ♥◒

な ꜡Ⱳ♇♩を って する。それぞれの に わせて、どの が

の♬כ☼に えることができるか、 々が をするかを し い、◔アⱪꜝfiを

て、 したのち、 いところやどうすればもっとよくできたのかについての り

りを う。ここで う は のことを うため、 だからといって

もしなくて いⱷfiⱣכはいない。それぞれ かできることを してみんなで

する。 つ の いは、 だけでなくそのほかの につく も、 じ で

く の がどのような の をするのかということについての が

あるということである。 では KUA のような の を うことはな

い。それに え、 で の のする を しく ぶという もない。そ

のため、 の が をするのかについては である。KUA では、 い

に や のできることを ることで、お いを し うことができるように

なる。このようにすることで、 さんに な◔アを できるのがいつも

ではないと かり、それぞれの の 々が のできることを に える

を ることができるという。それと に、 を とするⱥ◄ꜝꜟ◐כを

するという もある。 

 

3. の 々の え ה の い 

が と え が うと じたのは、 い をもつものから い のも

のを るという え である。 えば、KUA で を とするⱥ◄ꜝꜟ◐כを

するための を っていることや、Clinical Supervision という と

が の◓ꜟכⱪを り じ に って、 に した 々の の

の しみについて、その しみを するためにはどうしたらよいかを し う

があることがあげられる。 を うためにはどうするかについて える が

あるというのは、◐ꜞ☻♩ に づいているという。 っている がいたら けな

ければならないという は も っているはずである。しかし☻►▼כ

♦fiでは、その を の꜠ⱬꜟにとどめるのではなく、みんなで えて す

るというところまで める。この のようなものは にはない えだと

う。 でも☻►▼כ♦fiと じ があるはずなのだが、それを するための

は では われていないようだ。 と べると、 には、 が

やらなければならないと して することが ない。このような え を え



ていく を につけなければ にはつながらないのだと かった。 

 

4. を しての  

がこの に しようと った は、 の が けてみたかったという

のと、 に ってみて、 か を けたかったというのがもともとであった。

しかし、 めてⱴꜟⱷ に に くⱷfiⱣכと の をしたとき、

まわりの の が「☻►▼כ♦fiの を んで の に

かしたい」といったものだったので、とても いたし、 は しこの のこと

を って していたのかもしれないと った。 のように「 」に を

いている がいなかったからだ。その 、 は「 」に を きな

がら、 の にも を って しなければならないのだと い した。

に☻►▼כ♦fiに って、ⱴꜟⱷ で を けはじめると、 び とま

わりの を した。それは かというと、 は 1 であったため、 の

が に しているということだった。 ではよく「1 だからまだ らな

いね。」と われることが かった。 の があればもっと じることがあっ

たのかと うと、まわりの との できる に があることを し し

かった。しかし、☻►▼כ♦fiにいるときは での のときとは

い、このままではせっかくの が になるという いが かった。そのおかげ

で、 たちが、 にあったらもっと の がよりよくなったなどの を

して き、 のこれからの の に てようと えられるようになっ

た。このように えられるようになり、 の にも れてくると、 での

を しく けることができた。 

のほかに がこの で んだことは、 を すことの しさと

を で ぶことの である。 は まで、 での◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiをした

ことがない。しかし、 の を えることはできる。だから、 で◖Ⱶꜙ♬

fiをとることはꜛ◦כ◔ しいことではないだろうと っていた。でも は っ

ていた。というのも、 を えることができても すことはとても のいるこ

とであったからだ。 にいるときに に Hello とふざけて うことがあったこ

とが のように の にあいさつをするのに した。 に するときは、

さらに した。しかし、 に て を け、さらに をするという は



とは、 を するための を ぶだけではなく、 に わるⱣ♇◒◓ꜝ►

fi♪を ることで の つ を の したことのない でも で

きる を うことであると う。ⱴꜟⱷ での の くに、☻►▼כ♦fiの

について れることがあった。はじめは、なぜ の をするのか

からなかった。しかし、 の の にどういう ができたかを

したり、その に きた を されたりしたとき、 のことではないのに

に することができた。このことをはじめとして、Ᵽ♇◒◓ꜝ►fi♪の が

あるのとないのとでは、 の のしやすさに いが るのだということに が

いた。これにより は で を ぶことにはこのような があるのだと

いうことを ることができた。 

  にとっては めての で、 とは う に は できるのか、と

ても だった。☻►▼כ♦fiに ったはいいが もできずに わってしまったら

どうしようかとも った。しかし、まわりの が したり、 しか

けたりしているのを て、 も ずかしがっていてはだめだと を い たせる

ことができた。 に くこともよい ではあったし、それと じくらいまわり

の から を けることも かった であったと う。 いⱷfiⱣכに まれ

たことと い を えてきださったことにとても している。この を

にしないために、☻►▼כ♦fiで ごした 7 とその じたことを い し、

⸗♅ⱬכ◦ꜛfiを く できるようにこれからの を んでいきたいと

う。 


